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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名    愛知県豊橋市立章南中学校      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４４１－３３０１ 

      愛知県豊橋市老津町字宮脇１５番地の２        

  E-mail shonan-j@toyohashi.ed.jp       

  Website http://www.shonan-j.toyohashi.ed.jp/      

  児童生徒数  男子 170 名   女子 154 名  合計 324 名 

        児童・生徒の年齢 12 歳～15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

＜年間＞ 

○ユネスコ協会ＥＳＤパスポートの活用 

 全校生徒にＥＳＤパスポートを配付し,汐川干潟をはじめとし 

た自然保全活動や,リサイクル活動,清掃美化活動などに取り組 

んだ際に記入するようにし,継続的な活動へつなげるようにした。 

 

 

＜４月＞ 

○「干潟講話」 

講師に藤岡エリ子先生（汐川干潟を守る会）を 

お招きし,汐川干潟の現状や生息生物,これから 

の課題などをスライドを使ってわかりやすくご講 

話いただいた。本校の環境教育の一環として,ど 

のように関わっていけばよいか,貴重な指針を示 

していただいた。 

 

 

＜５月＞ 

○「春の観鳥会」 

 藤岡エリ子先生をはじめ,汐川干潟を守る会の 

メンバーの方も多数参加され,観察の仕方のレク 

チャーや鳥の名前などていねいな解説をしていた 

だいた。生徒たちは,飛来する鳥類の種類が多い 

のに驚いていた。 

 

 

＜６月＞ 

○「汐川干潟保全活動」 

昨年度より,豊橋市環境保全課と協力して「汐 

川干潟保全実践プロジェクト」として,アサリが 

生息できる干潟への再生に向けた取り組みをして 

いる。今年度は,昨年度設置した牡蠣カラをネッ 

ト詰めにしたものや,土壌に埋設するケアシェル 

などの仕掛けの検証活動や干潟に生息する生物調 

査を行った。この日は,汐川干潟を守る会の方々 

の他,豊橋市環境保全課の方も駆けつけ,活動の様子を観察された。様々な方面か

らの関心が高い活動だということを自覚した。 
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＜９月＞ 

○「汐川干潟講座」 

 豊橋市農業委員会会長 鈴木 隆年 様を招い 

て,汐川干潟について講話をしていただいた。昔 

はとても澄み切った三河湾であり,そこら中でア 

サリがたくさん採れたことなど,鈴木様が幼少の 

頃の豊かな干潟の姿を話していただいた。現状と 

は大きく異なる内容に,生徒は興味津々の表情で 

聞き入っていた。「自分たちの手で何とか復活で 

きないか？」という生徒の意識も高まった。後 

半は,Ｑ＆Ａ形式で会は進み,活発な質疑応答が 

できた。 

 

 

○「環境学習デイ」 

本校では,平成２６年度から２年生を中心に 

「干潟保全実践プロジェクト」と題して,校区 

にある汐川干潟の保全に取り組んでいる。９月 

に行った環境学習デイでは,タイアップしてい 

ただいている市役所環境保全課の方々を講師に 

お招きし,全校オリエンテーションを行った。 

その後,汐川干潟に歩いていき,２年生は昨年 

度仕掛けたゾーンの生物調査や,各クラスで新 

たに考えた仕掛けの設置を行った。３年生は昨年度設置した仕掛けの検証を行っ

たが,残念ながらアサリの稚貝は生息していなかった。また,１年生は汐川干潟の

清掃活動を行い,ゴミの多さに驚いていた。 

 

 

＜１０月＞ 

○「文化祭での発表会」 

 汐川干潟にアサリを取り戻そう。今年度取り 

組んできた干潟保全実践プロジェクトの活動成 

果を発表した。アサリの稚貝はいなかったもの 

の,いろいろな生物が仕掛けに生息していたこ 

となど少しずつ成果が出てきていることなどを 

発表し,共通理解を図った。 

 

 

○「汐川干潟引き継ぎ会」 

 ２年生が活動してきたこと,学んできたこと 

を１年生に伝える引き継ぎ会を行った。１年生 

は,２年生の先輩が発表する姿を見て,汐川干 

潟に改めて興味をもつとともに,自分たちも汐 

川干潟を保全していかなければという思いを強 

くもつことができた。 
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＜１１月＞ 

○「第２回東三河 ESD・ユネスコスクールフォーラム参加」  

 愛知大学記念会館３階で ESD・ユネスコスク 

ールフォーラムが開催され,章南中学校から生 

徒会執行部が参加をした。実践発表では,「汐川 

干潟の環境保全プロジェクト」について,その 

歴史と現状報告,将来の展望について発表した。 

 

 

 

○「汐川干潟を保全する会 発会式参加」 

 杉山地区市民館において,「汐川干潟を保全す 

る会」が地域組織として正式に発足した。発会 

式には，本校のＥＳＤ活動に講師として指導助 

言をいただいている鈴木隆年氏，藤岡エリ子氏 

をはじめ，校区自治会長，市議会議員，市環境 

保全課長様も臨席された。その中で，本校の生 

徒会執行部が東三河 ESD ユネスコフォーラムに 

続いて，日頃の汐川干潟保全活動の状況を報告 

した。 

 

 

○「冬の観鳥会」 

 １年生が,汐川干潟に飛来する渡り鳥を観 

察した。「汐川干潟を守る会」の方を講師に 

招き,事前に覚えた干潟に飛来する鳥を熱心 

に観察していた。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


